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1. はじめに 
1.1 研究の背景 
高等学校では2018（平成30）年3月に新しい学習指導

要領（以下，新学習指導要領）(1)が告示され，学校現場へ

の周知徹底や教科書の執筆・検定等を経て，2022（令和4）
年 4 月から学年進行で実施が始まっている。高等学校情

報科は，2009（平成 21）年告示の学習指導要領（以下，

旧学習指導要領）に基づいて「社会と情報」「情報の科学」

の 2 科目から 2 単位を選択必履修とするこれまでの形態

から，「情報Ⅰ」を原則として全員必履修とし，選択科目

として「情報Ⅱ」を積み上げ型で設置する形態へと変化し

た。これらの新科目のうち，必履修科目「情報Ⅰ」は1年
生での履修も想定されることから，2022（令和4）年度か

ら新しい教科書が採択・使用されている。なお，選択科目

「情報Ⅱ」の教科書については，文部科学省による検定が

完了しており，2023（令和5）年度より採択が始まる予定

である。 
社会的側面（情報社会に参画する態度）と科学的側面

（情報の科学的な理解）を 2 つの科目で分担していた従

来とは異なり，新学習指導要領では「情報Ⅰ」において情

報科すべての学習内容を網羅することになる。さらに，新

学習指導要領では情報デザインやプログラミングに関す

る内容の充実が図られており，これまで扱ってこなかっ

た内容も含まれている。そのため，学びの主たる教材であ

る教科書（文部科学省検定済教科書）においても，その内

容が大きく変化したであろうことが推察される。 
教科書内容は，学習指導要領に準拠しながらも各出版

社（発行者）が創意工夫を凝らして作成しており，それぞ

れに独自色がある。一方で，各教科書において共通の扱い

を受けている内容については，「情報Ⅰ」において必ず理

解すべき内容になっていると考えられ，学習指導におけ

る主軸になることが予想される。そのため，各教科書にお

いて，どのような内容を共通に扱っており，どのような部

分で独自性を出しているのかについて確認することは，

新学習指導要領における情報科の学習を推進するために

意義あることと考える。 
本研究では，教科書内容を象徴するものとして，巻末の

索引に着目する。索引は教科書を使った学習の便宜を図

るために作成されるものであり，どのような語句をどの

程度取り上げるかという点において，各教科書の特徴が

反映される。 
 
1.2 研究の目的 
本研究では，2022（令和4）年度用として執筆・発行さ

れた高等学校「情報Ⅰ」の教科書を対象として，それらの

巻末索引に掲載された語句の傾向を調査することを通し

て，「情報Ⅰ」の学習内容を把握するとともに，各教科書

において独自性がどの程度表れているのかを調査・検討

する。本研究により，新学習指導要領における「情報Ⅰ」

の学習内容の中で重視すべき内容がどのようなものであ

るかを把握できると同時に，各教科書の特徴を把握する

ことができ，教科書を活用した学習指導の方針検討の一

助となることが期待される。 
 
1.3 索引を調査・研究することの意義 
 『図書館情報学用語辞典』によると，索引とは「単行書

や雑誌，その他の資料，情報源を対象として，その中の特

定部分に容易にアクセスできるよう，アクセスの手がか

りとなる語（見出し語）を一定の規則（五十音順やアルフ

ァベット順など）で排列し，各見出しのもとに該当する情

報の所在指示を記載したリスト」 (2)のことである。教科書

を含む書籍において，索引は読者が必要な情報にアクセ

スすることを補助するものであるため，読者が知りたい

と考える語句が掲載されている。逆に言えば，索引は図書

の著者・編集者等が，読者に対してアクセスの手がかりを

提供したいと考える語句の集合体とも考えられる。 
 こうした索引の特性を踏まえると，索引に掲載されて

いる語句とはすなわち，読者が確認したい，あるいは著者

等が読者に確認してほしい語句であり，教科書等媒体に

特化して述べるならば，学習者が学習したい，あるいは執

筆者が学習者に学習してほしい語句と考えられる。 
一面的ではあるものの，索引は，膨大な情報量の教科書

内容を端的に表すものである。そのため，教科書の索引に

掲載されている語句を調査・研究することは，その教科書

がねらいとしている学習のポイントを間接的に調査・研

究することになる。 
 
2. 調査の概要 
2.1 調査の対象 
 本調査では，文部科学省の検定を受けて2022（令和4）
年度に採択となった，高等学校情報科「情報Ⅰ」の教科書

を対象とする。「情報Ⅰ」の教科書は全部で 13 種が発行

されており，「教科書の記号・番号」として「情Ⅰ701」か

ら「情Ⅰ713」までの番号が付与されている(3)。 
 これらのうち，日本文教出版が発行している『情報Ⅰ 
図解と実習：図解編』（情Ⅰ711）と『情報Ⅰ 図解と実習：

実習編』（情Ⅰ712）の 2 冊については「ブックインブッ

ク」形式で編集されており，2冊同時に利用することを想

定するとともに，索引は「情Ⅰ711」にのみ掲載されてい

る(4)。そのため本調査では，索引が存在しない「情Ⅰ712」
を除くすべての「情報Ⅰ」の教科書（12 種）を調査対象

とする。 



2.2 調査の方法 
 本調査では，各教科書の巻末に掲載された索引を調査

対象とする。それぞれの教科書の索引に収録されている

語句（索引語句）をすべて抽出し，五十音順に整理すると

ともに，それぞれの語句が何種類の教科書に収録されて

いるのかをカウントした。 
 調査にあたり，索引語句の選定基準や表記には，各教科

書の独自性がみられた。本調査ではできるだけ各教科書

索引語句の条件を揃えるため，次のような処理をおこな

った上で分析した。 
 

 ひとつの索引項目において，カンマ区切りや中黒区

切り，あるいは括弧書きで複数語句が併記されてい

る場合は，それぞれを別個の索引語句として扱う。 
 語句内の記号や長音，アルファベット表記と仮名表

記等，表記ゆれは原則として同一語句として扱う。

たとえば，語句内のスラッシュの有無は，表記ゆれ

と考え，区別しない（例：「A/D」と「AD」は同じ語

句として扱う）。 
 「1対1」と「1対1型」のように，明らかに同じも

のを指す語句は表記ゆれと見なし同一語句として扱

う。ただし，「DNS」（システム名）と「DNSサーバ」

（機器名）のように，似た語句でも異なる概念を指

す場合は別個の語句として扱う。 
 パス表記（「../」等），HTMLタグ（「<br>」等），プロ

グラミング言語や表計算ソフトウェアの関数名等

（「beginPath()」「SUM」等）については，索引とは別

個に解説している教科書もあるため，本調査では索

引語句から除外する（語句数にカウントしない）。 
 
3. 調査の結果 
3.1 索引に収録された語句数 
 本調査で対象とした12種の教科書において，索引に収

録された語句数は表 1 の通りであった。なお，本調査で

は 2.2 節で述べたように語句の調整をおこなっているた

め，実際の索引項目数と（本調査における）索引語句数は

一致しないことに注意が必要である。 
 

表1 教科書ごとの索引に収録された語句数 
発行者 
略称 

教科書の 
記号・番号 索引語句数 

東書 情Ⅰ701 299 
東書 情Ⅰ702 574 
実教 情Ⅰ703 599 
実教 情Ⅰ704 599 
実教 情Ⅰ705 612 
実教 情Ⅰ706 362 
開隆堂 情Ⅰ707 189 
数研 情Ⅰ708 384 
数研 情Ⅰ709 428 
日文 情Ⅰ710 471 
日文 情Ⅰ711 300 
第一 情Ⅰ713 486 

※ 発行者の略称は次の通り。東書：東京書籍／実教：実

教出版／開隆堂：開隆堂出版／数研：数研出版／日

文：日本文教出版／第一：第一学習社 

 索引語句数は 189 から 612 までの開きがあり，教科書

によって大きく異なっていることが確認できる。参考ま

でに，索引語句数の平均は441.9，中央値は449.5，標準偏

差は139.1であった。 
 また，すべての教科書の索引語句を統合して重複を除

いた結果，1,825語句が抽出された。 
 
3.2 索引語句が収録された教科書数 
 各索引語句が，12 種のうち何種の教科書に収録されて

いるかを調査したところ，表 2 ならびに図 1 のような結

果となった。 
 

表2 収録された教科書ごとの索引語句数（表） 
教科書数 語句数 割合 

1 710 38.9% 
2 455 24.9% 
3 167 9.2% 
4 117 6.4% 
5 91 5.0% 
6 78 4.3% 
7 34 1.9% 
8 47 2.6% 
9 26 1.4% 
10 33 1.8% 
11 28 1.5% 
12 39 2.1% 

 

 
図1 収録された教科書数ごとの索引語句数（グラフ） 

 
 これらの表およびグラフから，総語句数 1,825 のうち，

38.9%にあたる710語句は，いずれか1種の教科書にしか

収録されていないことが判明した。1種または2種の教科

書にのみ掲載されている語句の合計は1,165であり，これ

だけで全体の63.8%を占める。また，すべて（12種）の教

科書に収録されている語句は39語句であり，これは全体

の2.1%にあたる。10種以上の教科書に収録されている語

句数に着目しても，その数は100であり，全体の 5.5%に

すぎないことが確認された。 
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3.3 収録された索引語句の傾向 
 抽出された 1,825 語句のうち，12 種すべての教科書で

収録されていた 39 語句は，表 3 の通りであった。また，

1 種の教科書の索引にのみ収録された語句は 710 語句で

あったが，その一部を抜粋して表4に示した。 
 

表3 すべて（12種）の索引に収録された語句 

IoT 
IPアドレス 
LAN 
OS 
POSシステム 
TCP/IP 
圧縮 
アルゴリズム 
解像度 
階調 
可逆圧縮 
画素 
個人情報 
産業財産権 
シミュレーション 
情報デザイン 
人工知能 
知的財産権 
著作権 
データ 

データベース 
テキストマイニング 
ドメイン名 
ハードウェア 
パスワード 
非可逆圧縮 
ビット 
標本化 
ファイアウォール 
符号化 
プレゼンテーション 
フローチャート 
プログラム 
変数 
メディア 
メディアリテラシー 
モデル化 
量子化 
量的データ 
 

 
表4 1種の索引にのみ収録された語句（一部抜粋） 

4G 
ccTLD 
DivX 
IMAP over SSL/TLS 
LATCH 
Wikipedia 
歩きスマホ 
アンケート調査 
移動体通信 
χ（カイ）二乗検定 
カレントフォルダ 
基本統計量 
携帯電話 

コンセプトマップ 
サテライトオフィス 
差分バックアップ 
シンギュラリティ 
ステークホルダー 
データ構造 
テクノ依存症 
トロッコ問題 
バイナリ形式 
分散型データベース 
ミドルウェア 
連想配列 
ワードクラウド 

 
4. 調査結果の分析と考察 
本節では，3 節で整理した調査結果を元に，「情報Ⅰ」

教科書の索引語句の傾向を考察する。また，先行研究にお

ける調査結果と比較検討し，学習指導要領改訂等が索引

にどのような影響を与えているのかを考察する。 
 
4.1 索引語句の収録数 
 今回調査した12種の教科書は，索引に収録されている

語句数と傾向に大きな違いがあった。索引語句数の最小

値 189 と最大値 612 の間には 3 倍以上の開きがあり，同

じ発行者の教科書でも種類ごとに語句数が異なっており，

発行者ごとの傾向はさほど強くは見られない。これらの

ことから，索引語句数は発行者の傾向が反映されるので

はなく，どちらかといえば各教科書の特性が反映されて

いるものと考えることができる。 
教科書の内容は学習指導要領に準拠しつつも，画一的

なものには留まっておらず，教科書ごとに創意工夫が凝

らされている。このことから，教科書が学校や生徒の実態

に応じた多彩な授業展開をサポートする主教材として機

能できることが明らかになった。 
 収録された索引語句は，その多くが数種類の教科書の

みに収録されており，ほぼすべての教科書に収録された

語句はわずかであった。これは，教科書ごとに重視する学

習ポイントが異なり，それが索引語句の選定に影響を与

えているのではないかと推察できる。 
 なお，索引語句は教科書すべての語句を収録するもの

ではないため，索引語句に含まれないからといって，その

語句や内容が教科書内に登場しないという意味ではない。

また，語句によっては表記ゆれや異なる表現による記載

が行われていることも考えられ，本研究の調査では2.2節
で述べたようにある程度の統制を行ったものの，一つひ

とつの索引語句をより詳細に検討すれば，同一語句とみ

なすことができるものがさらに見つかる可能性もある。

この点については今回の調査では十分に検討ができなか

ったため，今後の課題として引き続き分析を行う予定で

ある。 
 
4.2 収録されている語句の傾向 
 前掲の表 3 から，すべての教科書に掲載されている語

句は，情報のデジタル化に関するもの（「可逆圧縮」「標本

化」等），ネットワークに関するもの（「IPアドレス」「フ

ァイアウォール」等）といった科学的側面に関する語句か

ら，情報活用に関するもの（「IoT」「情報デザイン」等），

権利に関するもの（「個人情報」「著作権」等）といった社

会的側面に関する語句まで，網羅的に含まれていること

が確認できる。また，全体の傾向としては，情報学の基本

的な用語が多いことがわかる。もっとも，書籍の索引とい

うものは読者が知りたい項目を網羅するものであるから，

基本的な語句が多くなるのは当然ともいえよう。 
 一方で，1種の索引にのみ収録された語句は，語句数が

多いことも相まって内容が多岐にわたっている。前掲の

表4に抜粋したように，「DivX」や「Wikipedia」のような

固有名詞，「4G」や「シンギュラリティ」のように時事的

なトピックに関連する用語，「ccTLD」や「分散型データ

ベース」のようにやや高度な専門用語が目立つが，それら

に混じって「LATCH」や「ワードクラウド」等の語句が

見られることが興味深い。 
「LATCH」や「ワードクラウド」等の語句は，文部科

学省が作成・公開している「高等学校情報科「情報Ⅰ」教

員研修用教材」（以下，「教員研修用教材」）(5)で扱われて

いる語句であり，「情報Ⅰ」の学習内容として扱うことに

違和感はない。しかしながら実際に教科書索引における

掲載はそれぞれ 1 種に留まっており，「教員研修用教材」

に掲載されているからといって，多くの教科書が扱うわ

けではないことが示唆された。なお，「教員研修用教材」

はあくまでも教員用の教材であるから，「教員としては知

っておくべきだが，生徒に指導する必要はない」という内

容が含まれている可能性もあるため，教科書の索引に掲

載されていないからといって，ただちに何らかの問題が

発生するわけではない。 



4.3 先行研究調査との比較検討 
 高等学校情報科の教科書索引を対象とした研究として， 
中園による旧学習指導要領の科目「社会と情報」7種の教

科書を対象とした先行研究(6)や，相澤・小河による「社会

と情報」「情報の科学」計 16 種の教科書を対象とした先

行研究(7)がある。本項では，相澤・小河による研究の調査

（以下，先行研究調査）と本研究調査の結果を比較検討す

る。なお，先行研究調査は本研究調査とは異なり，「情報

の科学的な理解」に基づいた知識を検討することを主眼

に置いたものであるが，ここでは先行研究における調査

部分にのみ着目することにより，本研究調査との比較を

行っている。 
 先行研究調査によると，「社会と情報」の教科書8種に

ついては，1種だけに掲載された索引語句は全体の64.3%，

8 種すべてに掲載された索引語句は全体の 1.8%を占めて

いた。また，「情報の科学」の教科書8種については，1種
だけに掲載された索引語句は全体の49.9%，8種すべてに

掲載された索引語句は全体の 2.1%を占めていた。一方，

本研究調査では，1種だけに掲載された索引語句は全体の

38.9%，12 種すべてに掲載された索引語句は全体の 2.1%
を占めていた。 
 これらの数値を比較すると，旧学習指導要領から新学

習指導要領への移行に伴い，科目構成や学習内容に大き

な変化があったものの，教科書の索引語句の収録傾向に

ついては，大きな変化は見られないことが明らかになっ

た。すなわち，学習指導要領の新旧や科目にかかわらず，

4 割以上の索引語句が 1 種の教科書にのみ掲載され，（各

科目における）すべての教科書に掲載される語句は2%前

後であった。 
 この結果から，教科書ごとの独自性は，学習指導要領改

訂に伴う科目改編を経ても，同様に維持されているもの

と考えられる。なお，1種の教科書にのみ掲載された語句

数については，先行研究調査と比較して本研究調査では

割合が小さくなっているように見受けられる。これが学

習指導要領改訂に起因する変化なのか，あるいは調査・分

析における表記ゆれ等の扱いの違いによる変化なのかに

ついては，改めて考察する必要がある。 
 
5. おわりに 
5.1 研究のまとめ 
 本研究では，2022（令和4）年度用として執筆・発行さ

れた高等学校「情報Ⅰ」教科書の索引に着目し，掲載語句

の傾向を調査した。調査の結果，ほぼすべての教科書で掲

載されている語句も多く見られる一方で，一部の教科書

にのみ見られる語句も多いことが明らかになった。情報

科の教育内容は学習指導要領に基づき，教科書が異なっ

ても同じ内容・水準の学習が達成されるようになってい

るが，実際にはそのような画一的内容だけに留まらず，教

科書ごとに創意工夫が凝らされており，学校や生徒の実

態に応じた多彩な授業展開をサポートする主教材として

機能できることが明らかになった。「情報Ⅰ」を開講する

各高等学校は，こうした教科書の特性をよく検討した上

で，各学校の生徒に適した教科書を採択する必要がある

といえよう。 
 また，本研究調査と先行研究調査との比較検討を行っ

た結果，索引語句の収録傾向については，旧学習指導要領

のときの教科書とおおむね同じような傾向であることが

明らかになった。教科書ごとの独自性は，学習指導要領改

訂に伴う科目改編を経ても，同様に維持されているもの

と考えられる。 
 
5.2 今後の展望 
 本研究調査では，発行されている「情報Ⅰ」すべての教

科書を対象として分析を行った。先行研究との比較検討

により，旧学習指導要領の教科書と傾向の類似性が認め

られたが，今後のカリキュラムの変化によってはこの傾

向が変わることも考えられる。今後も調査ならびに研究

を継続し，情報科の科目構成や学習内容の変更等が，教科

書の索引すなわち学習内容にどのような影響を与えてい

くのか注視していく。次の調査対象としては，2023（令和

5）年度より採択・使用が開始される「情報Ⅱ」の教科書

を分析予定である。 
 また，未来だけでなく過去の動向を振り返っておくこ

とも必要であろう。本稿で参照した 2 つの先行研究では

2009（平成 21）年告示の旧学習指導要領に準拠した教科

書を対象としていたが，いずれの研究も当時の教科書す

べてを網羅してはいない。また，情報科新設が行われた

1999（平成 11）年告示の学習指導要領に基づいた教科書

（「情報A」「情報B」「情報C」の3科目）については，

管見の限りでは調査が行われておらず，教科新設時から

現在の教科書の変遷を確認しておくことは，今後の情報

科教育の内容を検討していく上でも重要であると考えら

れる。これらについては今後の課題としたい。 
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